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に
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著
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。
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械
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す
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あ
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.
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〇
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ー
八
主
〇

|

一
 

八
五

0
年
：に
殆
ん
グ」

六

〇

パ

1

セ
ン
ト 

增

加

し

た
S

ス
ト
ン
市
の

.人
口

.は
：是
'等
，各
#

代
.
.

に
：：

夫
.々
.七
三
^ ̂

!

五
、
一
'ニ

三

パ

1

セ
ン
ト 

の
激
增
を
示
し
て
ゐ
る
。

I

七
九
〇
年
に
於
て
は

マ
サ
チ
ゥ
セ
マ
ツ
の
總
入
へ
ロ
の
ニ
+

5>
の

--
-
*
弱
 

が
ボ

V

ト
シ
市
內
に
住
む
で
>ゐ
た
の
で
あ
る
が
、

j

八

1
1
0離
に
は
：約
十

1
.

1

ー、逛
に
一
八 

.四

9
年
に
.は
八
分
の
一

が

ボ
ス
ト
ン
市
に
住
む
で
ゐ
た

o

チ
ジ
力

I
リ
ン
ダ
 

'の
示
す
處
に
據 

れ

ば(
r
m
c
k
e
l
i
n
g
,

 

o
n TPopulaticn 

a
n
d

 

r
m
m

aq-
r
a
t
i
o
n

p.l
o

 

V

)

マ
サ
チ
ゥ
セ
ァ
ス
在
る

1

l
ff
h

.

H

0

-
f
e

 

第
二
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卷

(

四
七
七〕

勞
働
階
級
の
锁
酿
ズ
フ
ィ
ラ
デ̂
フ
ィ
ア
^
於
け
.る
政
，治

連

動

 

笫
_

狱

3
三



物 如'々 艰

m
二

十I.

卷

(

四
七
八

)

勞
働
階
級
の
覺
酿
，ミ
フ
イ

1フ

デ
. ^
!
\イ
.ア
ド
於
け
る
欢
治

 ̂

第

四
躲' 

三
四

4
し
て
農
業
を
營
む
都
會

«
,
1八
ニ

0
丨

| 

A 

r
a
.
0

 ̂

I

セ
ン
ト

0

人
ロ

« 

如
を
來
し

/2®

で
ぁ
る
が
八
十
八
の

X

乘
都
市

.
«
:同j

年
間
に
七
み
六
ー
ー
パ

1

セ
ン

ト

の
® 

加
を
示
し
て
ゐ
る

o
: 

”八こへ

0
丨
一
八
四

0
年の一一

.十
年

.問
は
ロ

1

ド
‘
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
人 

ロ
增
加

$

大略二ニ

'1:

V

I
セ
ン
ト
で
あ
る
が
ブ
ロ
ビ
デ
ン
ス

.市
の
夫
：は
.
'殆
ん
ざ

I

o

o

v

l
 

セ
ン
ト
に
達
し
、又
二
ユ
丨
•
ョ
!

ク
州
の
人
：ロ
：め
；僧
_

ほ

，
七

七

パ

ー

セ

：
ン

卜

に

近

い

が

二

r

ョ
 

1

ク
の
夫
は

.
I

S三
.
ハ
I

セ
ン
ト
：へ

ゾ

ウ

ル
べ
ユ
ア
州
の
人
ロ
の
植
加
は
六
四
•ハ

ー

セ
ン 

ト
强
で
.あ

石

が

フ
ィ
ラ
デ
ル
，フ
ィ

ア
の
夫
は
：七

二

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
へ
て
ゐ

る
。

以
て
如
何
に 

工
業

者

市
の

發
展
が
急
速
で
あ

ぅ

®
著
で

あ
る
か
を
知
る
こ
ど
が
出

來
る
。

.
其.
他
0

鄭
市
ビ
ッ 

ッ

V
-

グ
、シ

ン
シ
ナ
チ
、ル
イ
ス
ビ
ー
ル
等
に
就
て
も
同
じ
ぐ

.
急
：激
：な
る

人
口

增
加
の
傾
向
が 

ゅ

.
5P
れ

て

ゐ

た

(.C
a
rlto

n
，

p
p
’ 

2
9
I3

..I.; 

co
m

m
o
n
s,... p

p
、

i* 
4
6-174)

：

勞
働
階
級
が
參
政
權
を
與
へ
ら
れ
る
や
否
や
諸
政
黨
は
彼
等
を

0

己

0
爲
に
利
用
す
る
こ 

ど
力
出
來
る
や
ぅ
に
な
っ
た
。
そ
れ

i
同
峙
に

「
»

立
の
宣
言

」
(
D
e
d
a
r
a
d
o
n

 

of I
n
d
e
p
e
l
c
e
)

を 

福
音

V」

L

て
承
認
す
る
勞
働
階
級
は
、從
來
獲
得
せ
る
平
等

'C
は
m

に
投
舉
權
に
對
す
る
屯
等 

て
ぁ
っ
て
生
活
狀
態
又

.は「

法
律

•に'於

;̂
る」

平
等
で
は
な
か
つ
た

.こ

^,
を
.知
；つ
た

0

®
.實「

に
於

I
皆

て
.杣
衆
的
な
帮
等
の
理
想

.は：具
體
的
實

.在

ぐ
し
な：ら
な
か

(

つ
た
：
.か
ら
、
«

.

:

0ダ，ヲ

'y
I
は
實 

在
の
實
質
的
の

' 
勝
利
を
瞒
，か
れ
た
も
の
の
如

.く
彼
；等

に

は

思

«

れ
.た
。

公

R

た

るの
：：

權

利
' は
.
 

漸
次

.
一
般
に
承
認
せ
ら
れ
て
來
た
。
然
し

_
.立
：の
寘
言

J

及
び

.邀
法

(

が
.附
與
し
た

：VJ
想
：は

.

.れ：た 

各
翻
の
公
民
の
權
利
は
未
だ
附

*

與
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ

，じ

を
M

UI
し
た
。

(
o
o
m
m
o
n
s
,

 

p. 
177} 

新
に
：參
政
權
を
與
へ
ら
れ

.

.た
#

働
啮
殺
は

«

等
自
身
の

!^
よ
&

見
て
完
全

'な
る
權
利
，を
有 

す
る
公
民
士
し
て
■は
劣
れ
る
も
の
で
あ
る

.
-ざ

を
考

r
さ
せ
る

&

惡
：が
存
在
し
な
か
つ
た
；の

.
 

で
は
な
い
。
其

 

一
二

を
.
*ぐ
れ
ば
窗
裕

0
ど
翁
窮
者
：
S
の

間

，
に
：
平

：
等

で

な

か

つ

.
た

法

#

又

は
 

司
法
的
憤
習
が
あ
る
。
即
ち
其
本
來
の

' 

性

質
よ
，
り

し

て

貧

窮

：
者
に
ー
最
：
大

' Q:

苦

：
痛' を

與

ふ

る

魚
 

傲
.に
-
よ

る

齊

役

、
賃

齦

；，：

の
.僧

.
加

を0
る

.

M
af
c

を
.不
法
の
騷
撥

e
す
る
取
：」

扱
！̂
裕

#

に
は
®
避
に 

對
し

.：て
罰

.

.金

.を
課
し
貧
者
に
は
.苦
役
を
以
て
：臨
む

.强
1
.徵
兵
：
«
.度
_

あ
\
又
：勞
攀 

:>
::
«

何
.等
金
融

_の：便
：

'宜
=を
與
へ
ざ
る

.の.：

み
•な
：■ら
★

屢一
*

*
顧
を

：
；
；̂

を
'
以
て
質
一
銀
を
聋
挪
は
る
、
に
至
る
銀
行
制
度
の
如
マ
き
其

.
事

卿

で

P

る
。(co

m
m

o
n
s, 

p
p
. 

1
7
7
1

^
3 

■、
.、

：
. 

:

是
；春
の

’

內
勞
»

;

者
0」

»

も
频
蘩
に
犯
：す
犯

®

«

段

债

に

よ

ハ

る

，
齊

役
：：；

で

あ
‘

つ

て

い

一

八

一
一
九
#

第
ご
ヴ
怨
：

(

妈
七.
九> 

赞
働
階
級
の.
擬
酿
之
フ.
ィ
，
ラ
デ
々
ソ
，
ィ

ア

1:.
於
け
る
，政
治
嗤
#

筇

说

满

H
Jr,



傘

f

卷

1

0

V
 :

勞
働
階
繫
震
ミ
フ
ィ

I

令
ィ
ア
に
於
け
る
政
；治

蜃第

四

號

三
六
_

の
推
奪

：に
1
:
:
よ
：.
れ

「

ば

、其
數
'ば

.合

衆

；
國

全#

僅
，に

二

十

ド

ぐ

に

達

せ

ざ

る

些

少

の

負

«

で

あ

，る

と

云

，
は

作

る

。

而
：
し

て

あ

ら

ゆ

.る

階

，
級

の
 

者
か

.投
獄
せ

-ら
れ
る
の
で
ぁ
る
が
、法
律

(

の
_

|

:
最
i

f

 

_ベ
.
各
 

> 
の
.
.は：勿

I

働
階 

•叙
：
殊V

に
•失

業
勢

に
對
し
七
で
あ
る
。

之
セ
關
む
そ
ほ
多
數
：#

悲
：慘

な

.る
事
#

が
當
時
：の
，新
_
 

に
報

♦

ら
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば

ギ
ス
ト

ン
に
：於
て
：家
族
を
扶
養

6

な

i,

丨
ノ
の
負
債
の
爲
に
投
獄
せ
ら
れ

、
ロ
 

I

ド
•
ァ
ィ
ラ
ン
ド

の
.

フ
ロ
ビ
デンスに於ては或塞 

赏
ヵ

I

人
の
.
見
に

*

し
六
十
八
セ
ン

K

0

A
廣
を
有
す
，る
爲
は
投

：

獄.
せ
ら
れ
た
。
然
も
彼
女 

の
夫
は
其
货
の
家
財
を
火
炎

.
か
ら

救

は
ん

ビ
も
て
生
命
を
喪

’
つ
た

の
で
あ
つ
た

ゴ

い
ふ
こ

i 

で

あ

る

此
タ
之

V」

同
じ
や
ぅ
な

悲
慘
な
話

は
尙
多
數

傳
へ
ら
办

で
ゐ
る
。

而
し
て

暴
等
の 

犯
零
が
投

I

 

,
れ
る
獄
舍
は
狹

I

し
て
不
潔

I

 
I

 

.事：
f

對
す
る
よ
り
も
冷
船
な 

待
遇

で
あ
つ

た
0(co

m
m

o
n
s, 

p
p
. 

1
73. 

Ioo
o; 

C
a
rlto

n
; p

‘ 

4
3

次
に
强
制
徵
兵

.制
度
も
亦
負
憤
に
よ
る
投
獄
ヒ
同

.様
に
窜
裕
，者
よ

'ぅ
も
食
窮
者
に
、®
丰
よ 

ら
も
勞
働
者
に
重
き
負
擔
を
加
へ
た

)

此

I

は
服
役
年

齡

に
在
る
公
民
が

0

己
の
们
用
を 

似
• 

i

热
詖
他

.0
观
筆
傲
品
を
雄
備
ム
て
普
靡
三
日

'
f

一旦る

定

M
の

教
？

出
：敏
す

J

こ
ビ

を

0
め
v
ff
i
jし
て
之
を
：怠
：る
.渚
に
對
，し
て
罰
金
を
課
し

‘、罰
金
を
納
び
る

.能
は

.ざ

^

#
は
役 

獄
ぜ
ら
る
、
の
で
あ
っ
た

0

其
結
供
罰
金
を
納
め

：' 得
る
：
.溝
.は

出

騎

す

る

ょ

&

も
甘
じ

'て
罰
：'金 

を
納
む
る
の
風
を
生
じ
、斯
ぐ
て
此
制
度
は
貧
窮
者
に
對
し
て

.

.時：間
ミ

'賃
銀
：
'

y
j

を
犧
牲

ぶ
レ
し
て 

下
獄
•.し又
は
强
制
動
務
を
課
し
、罰
金
を
何
等
多
大
の

M
擔

£
感
.せ

^
る
#

に
對
し
て
罰
金
の 

支
»
を
以
て
美
務
を
免
除
す
る

■制
度
、
i

な：っ
ね

9

で
.あ
る
。
又
當

「

時
の
勞
働
階
級
は
綱
占
業
：

殊
，に
所
謂

B
a
n
k

 

of 

U
n
i
t
e
d

 

S
t
a
t
e
s

を
含
む
處
の
：鈒
行
制
度
；を
激
；し
ぐ
攻
擊
し
た
。

之
は
普
遍 

的

會

ti
:
法
の
施
行
せ
ら
れ
.ざ
' 
る
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
：

#

)

：殊

Q
.

權
能

w

 

U
て
特
許
狀
を
：受
け
る 

の
で
、此
範
.圃

內

で

I
®

の
獨
占

'
業
で

あ

っ

た

。

而
し
て
：多
數
の
“銀
：行

«
;諸

#

か
ら
紙
幣
を
.發

, 

行

す
る

#
.
椎

を
0

さ

れ

て

ゐ
た

の

で

其

'
;
結M
.
個

々

の
銀
#

,0
信
用
-に

ょ
P

て
_

の
み
' 維

持

せ
ら 

る

、
紙
幣
の
濫
發
は
，勞
：働
：階

級

を

非

常

な
窮

.
地
に
.陷
.れ
、爲
に
-
;鱗

等

«
斯
る
.缚
行
制
度
.の
，全
a 

せ
ら
れ
ん
こ
ミ
を
希
舉
し
て
已
ま
な
か

0
た
"(

9
3
3
0贲

で
0
、
100
^

最
後
に

.慈

善

的

色

：
彩
#

有
せ

.H

る
.公

立

初
.

敎
育
ー
：
制.度

0
、
缺

如
.せ
。
る
>

」

：.
？

ゆ
 

凝

皆

の

第

一

位

を

，
占

：
め

7
Tゐ
：た
。

無

料

0
即
：ち
«

«
を
”以
て(

_

持
_脊

^

マ
サ
チ
ゥ
セ
ッ
ッ
及
び
大
部
分
の
，一一

'ユ
1

ィ
ン
グ
ラ
ジ

V

ド

に

：
：

ば
. ：

夙

：
に

：
樹

パ

立

：
贫

 

ゐ

。
た'が
.ニ
ユ

1  

第

二

十

一

卷
、

( 四
<

:
1

)

勞
働
愤
級
の
.< 1
醒
^'
フ
ィ
ラ
デ̂
フ
'ィ
ア
1
_
|
.
於
け
本
政
治@輯

：
 

第

西

號

三

七

ハ



m
n
j
t
s 

S

A

S
 

'

勞

働

隙

魏

の

截

酿

ミ

フ

ィ

：
ラ

-デ
：
沢
フ
イ
ブ
!;
於
け
る
：政

治

述

期

.姑
4
诚

.三
、

!

ョ
ー
ク
、ぺ

イ

シ

^
ベ
：
テ
て
等
の
'諸

州

に

；
於

：
：て
：
译

を
敎

r
す
る

‘私
立

..辱
校
さ

51

他
0

'«*
の爲

.；

の
慈

#
.；學

校

：
，と
"の
'時：：

■代
..を

：騰
.し
得

^
.か
，
.つ
f
e
o一一
 

ュ
 

1

•ィx

グ
ラ
ン
ド
に
於
て
も
公
立
：學

'校
：は

‘：1

立
：學

校

に

比

較

し

：て
：：成

續

猶

る

_不
_
:で
ロ
ー
ド
，
 

ァ
ィ

-ァ

ゾ

ド

に

は|

の
公
共
初
.等
學
校
も
設
立
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い

#

様
で

あ

つ
芘
。
學
校
の 

設
置

’が
不
十
分
で
あ
ろ

.
た
か
ら
莕

C

し
て
土
 
：場
：生

.结
'に
；入
れ

.、る
着

.が
*

も
初

#

の
敎
：育

.
'を，.も
 

受
け
る
機

#

を
得
な
か
づ
た
こ

i
は
當
然
で
あ
る
。

パ

ッケ？ト
に

.於
て
は

»

ぐ
共
^
西
を 

箅
す
る

a
:章
が
學
校
の
何
た
，：るか
を
知
ら
中
ざ

_

は
れ
、又
讀
：時

(?
>
勞
働

_

聞
の
蒂
替

「

に
.ょ
れ 

は「

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
X
場
に
使
傭
.せ

ら

る

、

^

女

兒

章

0
中
'自
？a
'の
姓
名
.を

記

し

得

^
者
は 

全
潜
の
六
分
の
一
以
上
に
出
な
い
。
而
し
で

.多
ぐ

.の
場
合
に
於
そ
父

#
は
僅
な
敎
育
.を其
多 

數

子

女
の
中
同
時
に
一

人

以
上
'に
施
す
餘

裕

を

有

し

な
い
の
で

あ

る
。
然
.ぎ
斯
の

如

き

'機
# 

は
傭
虫
の
威

脅

に

ょ
り
て
奪
ひ
去
ら
れ
た
の
で

 

'
 

办つ

た
。，彼
等
は
父
坶

♦
か一
人
の
子
女
に

M 

學
の
爲
に
僅
小
ノ
の
時
間

.だ
け
業
務
よ

&
来
ら
し
，めん
ヾ

」

欲
す
れ
ば
忽
ち
家
，族
全
員
を
解
雁
す 

る
^
い
ふ
の
で
あ
る
。
傭
虫
の
此
威
脅
は
現
に
敷

’次
實
行
せ
ら
れ
た
こ
さ
が
あ
る
：
而
し
て 

T
女
か
通
辱
の
爲
に
業
務
を
去
り
た
る
廉
を
以

JTT
解
雁
せ

.，ら
れ
た
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^:
鮮 

る
専
制
恶
ミ

.
 

共
和

'者
、g

;̂
地
位
及

^

權
カ
ぁ
る
宵

'職

^

渴
：紫

#
'る
者
ミ

^

俾

*
び

®

®

0
平
等
を
；欣
求 

す
.客

者

、
民
：：

衆

を
G

t
其
權
：利

i
特

典

に

無

智

ぜ

ら

し

め

他

人

.の
：：̂

働
.

W
®

勉

？
に
.
4
P
て
.
 

安
、逸(

に
.當

裕
.に
，生
、

)

.活
せ
ん)

こ
士 ♦

欲
：.

し
具
努
へ
め)

る
着
せ
、反

一
.

之

、
彼

；等Vの
*
利
の
本
質
：を

a
.解
.

一
し
之
を
維
持
じ
確
保
せ
：

ん

.芑
努
む
る
者
、吾
等
，办
間

13
嫌

1

す
ベ

.き
又
着
爲
：的
な
る
區
：別
不
.
 

.自
然
に
：.じ

で

又

不

S

疋
な
る
差
別
待
遇
を
設
は

S

つ
存
續
ぜ
し
め
ん
ミ
欲
す
る
溝

^
與

j 

方
に
：於
て
萬
人
は

©•
由

:̂
し

氏

继

：
等

に

：
創

へ

造

せ

4

れ
：完
全
'に
：一.

榇

な

.る

權

利
ビ

特
典
を
有 

す

る

：
ザ,レ
又
,:
'不
，肖
然」

に
'
'し
す
人
；爲
的
な
る
：區
別
谈
興
影
饗
效
.果
：に
、於
て
.有
書
で
ぁ
る
こ

」

、

」 

を
、宣
.
'言
.す

♦
'者
、之

で

-̂
'る」

而
し
て
'彼

等

は

此

寒

«

に

云

ふ

^
如
き
狀
態
.の
®

る
所
以
：を

ょ

：ろ
し
き
を
得
：す
：且
つ 

顧
な
る
法
制

e
吾
等
の
爲
政
者

M

.
!
:
般

0 .
福
利
彰
無
視
せ
る
ご
は
歸
し
て
ゐ
る
0
彼
等 

言
ぷ
。
法
德
樣
富
格
な
る
者
、及
び
貧
乏
な
る

'者
へ
觸
逾
を
如

^る
：：

森
の

■.利
益
の

.爲
：に：」

作
ら 

た
。
.資

本

は

#

に「

獨
：占

會

軸
.の
、
特

許

■
然

下

：

附

：
码

ょ.
.タ

て
1

圭

れ
^
ゐ
''
4
。

然

し

乍

ら

「

勞

.，
働 

の
利
益
は
嘗

P

有
效
は
立
法

*

に
よ
つ
て
承
！

I

せ
レ
れ
た
こ
ミ
が
な
い

B
。

(

c
i
m
s
, 

p..

il
l
是
觀
之

S

は
先
づ
富

®

群ぐ」

贫
猶

f

の
陬
に
行
れ
た
の
で

.ぁ
っ

5

能
を
興
は
ず 

る
階
級
、傭
主

V
J

勞
働

^

ど
の
間
に
行
れ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
瑰
に
初
期
の
會
合
に
於
て
傭 

主
の
出
席
を
認

.む

^'
き
や
否
や
：に

«*
て
困
難
，が
渡
起
さ
れ
た
。
莕
干
の
.傭
主
は
會
員
ビ
し
て 

完
全
な

'る
*

利
.を
：有
す
ベ

き
こ
ぐ

」

を

®

^
し
た
。

''
傭
主
が
會
合
：に
出
席
す
る
こ
ど
は
拒
.否せ 

ら
れ

.な
か
つ
た

”

然
し

.乍
ら
三
人
の

^

は
傭
丰
で
あ
る

i
の
；：理

用

に

よ

つ

て

次

;/
K

tt
g

の
地 

位
を
.拒
絕
せ
ら
れ
た®

o
o
m
m
i
, 

jpp. 

1
9
3

丨19
4
)

‘

彼
等
は
非
说
中
：
的
法
制
；が
，坐
產
者
‘た
る
彼
等
を

#

す
_る

こ

:̂
を
攻

_

し
、從
來
.存
す
る
政
：治 

0 
0
は
ニ
つ

'乍
ら

.多
ぐ
.の

#

を

な

さ

.ざ

る
か
叉「

は
寸
益
：も
な
い
こ
ミ
を
.主
張
し
、殊
に
デ
モ
ク 

ラ 

'ブィ
ぶ

-鐵
を
痛

_

し
で
ゐ
な

4
人
々

.於
フ

:5
ァ，マタ

' 
ス
ト
或
は
务
ギ

-ク
ラ
シ
ト
ビ
い
ふ
が
：如
き
名 

稱
の
饗
音
に
滿
足

3
,
;てな

'
今
限

'
&
、A

々
.於
.腐
戚
，せ
 

>る：：
：官：

.職

'を
：嫌
：轉

 

奴
隸
た
る

'限
ぅ
、
 

彼
等
は
實
體
を
得
：ず
し
で

*

投
影

'を
.有
ず
る
-で
あ

ら
ぅ

」

.。

疴
_

の
_

き
娘
輝
を
改
善
せ
ん
が 

s'
に
勞
修
者
はr

區

：
.々

たる

0
0
心
の
拘
束
を
脱

.じ
^

等
な

♦
權利

：：

の

へ

施

旗

の
1-
に

結

，
合

」

す

'
'
ベ 

き
で
あ
な
。

“
.
.

「

政
浩
問
題
に
：瀣
鮮

L.
、i

胞
市
民
の
提
燊

「

す
る

.方

^

^

へ
吟
咪

「

し
、
吾

等

、
の
：
生

：
活

(-
莅

浓
n
ln
l
卷

(

四
九
泥〕

.资
_

^

MQ;
®

v

r

jナ
デ
^
フ
々
ァ
1
1於
け
厶
政
敌
跟
華 

锻
四
猇
く

*:
一



第
一

1

1

5

へ

寬

ぎ.

勞
賢
故
ゆ
.錄
酯
す
フ
ィ
7,
デ
：'叱
フ
^
7*
:1-
含

_

紙
泌
卿
 

第
：̂
诚

ノ

i:
:
ニ 

痛

で
ぬ

グ

，

ペ
-
0ぎ

.：：

心
：身

の

來

霞

，受
け
モ
る
こ
ふ
を
岛
ら
雜
赍
す
る
ー
；.こ
ミ
：は
：m

に
：
%
等

0
,
 

#

權
で
ぁ

'る
0,
4:
:
な
“

^

#
等

.の
ぺ
务
ち
ネ
抑

.

<
を_
務
で
ぁ
る
。

」

も
，

t

ま

'
i
 

は
述
ベ
 

 ̂

^
i
 

3
 ̂

C
o
m
m
o
n
s
,

 

P
P
;

芯4
,
1
9
5 )

つ
 

:

l
l
r
.

7 .
,ゴ

フ

ー

デ

ル

プ

そ
7
ば

.參

け

苓

：驽_

黨

Q
活

動
.

, '
'
:
.

I

I

 

g

§

 

o

f
 

泛
a

d
e

 

A
s

s
o

c
i

a
t

i
o

n
s

 

.の

死

滅

す

る

跗

に
 

i

«

_

 t
w

l

瓦

M
e

r
?

s

 

.
p

a
f

t
y)

は

す
れ
は
舊
き
ス

.デ
ラ
グ
霉
は
州
の
政
治

R
對
レ
て
.
_
浒
滅
〃
し
で
つ
て
ゐ
た
が

®

0j
政

消

 ̂

對
し
て
は
今
尙
活
動
を
持

*:
し
、デ
モ
ク
ラ
1

ク
黨
は
ァ
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

I

シ
ョ
ン

m -
又
は 

ア
ダ
ム
ス
鐵
ミ

»

サ
ら
れ
、る
派

5
ジ
ャ
ク
ス
ン
黨
ど
稱
：せ
ら
る
蜂

0

-
派
に
分
裂
し
た

0
.
.而し 

で

一
.

八
二
八
年
に
於

^

る.ジ
ャ
ク
ス
ン
の
勝
利

)

の

後

：
は̂；
，
ク

ス

や

排

斥

へ

岭

春

斯

は

一

、

:.
:
、

年 

ぺ
ン
シ
べ
べ
ラ
广

^
 

r

Mか
ら
國
會
議

»

に
當
擎
し
ト
た
ス
!.ザ
ー
ラ
ン
ド
排
府
の
連
腾
の
唸 

に
下
火
士
な
づ
た
。

:>
又
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

.丨
シ
ョ
ン

a

は
比
較
的
勢
：

'力
脆
：弱
で

办

つ
て
屢

i

デ 

ラ
ダ
又
は
後
の
フ

J6
ア
ラ
ぐ
レ

、ノ
ブ
ソ

力ソ•黨
ど
行
動
.を
共
に
し

/2
。
膝
の
如
ぐ
し
.て
地
方
の 

.«
取

®

は
フ

X
デ
ラ
リ
ス
ト

5
反
ジ
ヤ
ク
ス
ン
又
は
反
ス

1

ザ

ー
ラ

y
ド
の
溝
士
の
を
同
ホ
る

|

派

y
j

テ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ァ
ク
黨
內
：の
ジ
ャ
ク
ス
ン
又

^

ス
！
ザ
！
ラ
ン
ド
派
の
間
に
行
は
れ
た
の
で 

ぁ
る
？

一
八

.ニ
八
年
七

.月
勞
働
黨
が
成
立
し
た
時
に
は
市
政
に
就
て

^

y

Hデ
ラ
ル
霉
が
支
配 

.權
を
搌
り

®

部
の
支
配
權
は
鼎
立
戰
の
結
架
ジ
ヶ
ク

‘ス
ン
黨
が
之
を
輝
る
，こ
な
つ
て
ゐ
た 

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

p. 

1
9
5 )

勞
働
黨
の
耽
に
述
へ
へ
た
る
政
治
運
動
に
關
す
る
內
规
を
可
欢
し
た
，七

月

の

集

&

は
、次
囘
の 

總
選
擧
を
主
題
ぐ

」

し
て
職
エ
の
委
織
又
は

.勞
働

'^
ご
レ
協
議
す
る
爲

y

開
催
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ 

つ
て
、此
處
で
彼
等
拟
市
內
、ノ
ー
ザ
ン
•リ
バ
テ
ィ
ズ
及
び
サ
ゥ
ス
ッ
ー
ク
に
於
い
て
三
の
方
而 

大
會
を
鐵
派
黨

.略
に
對
し
て
木
偏
中
正
を
維
持
し
ぃ
て
開
催
す
る
こ

i

を
決

®

し
た
0

是
等
の 

大
倉
は
成
功
し
た

4

の
.も
失
敗
に
終
つ
た
の
も

“

が
'
,中
市
內
に
淤
け
る
集
會
は
最

名

成 

功
し
勞
働
階
淑

.の
獨
立
の
政
冶
遝

_

を
勸
费

し
、尙

ほ：四
個
の

.
E
に
於

'け
る
方
面

.大
食
を
幽

«H 

す
べ
き
こ

w

を
決
議
し
ネ
月
に

®

つ
て
夫
々
倒

'1
1

せ
多
れ

^
:が
.候
：補

.

_

0指
.名
'は十
月
に
至 

名
迄
報
せ
ら

.れ
な
か
つ
た
。
然
し
ノ

 

I
ザ
ン
、リ，

V

テ
ィ
ズ
の
方

.面
大
會
は
職
：業
的
政
治
家
が 

大
に
勢
カ
奋
揮
づ
た
爲
に
十
分
の
成

.功
を
耿
め
，得
な
か
つ
た

;°
先
，づ
議
長
友
び
書
記
：を

S
,攀 

し
、1

束

，の

決

議

き

_

鑛

せ

ら

る

、
や
忽
ち
粗
對
が
起

^「

,

«
を
窓

_か
_ら
放
り
出
せ

」

ど
叫
び
出

?
1十
5
 

C

■
九
.七〕

勢
售
隙
級
0
觉
酿

V

フ
イ
ラ
，
•ァ
ル
フ
メ
ア
^
於
け
る
政
ー
治
陣
動
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四
號
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第
二 
十」

餘 

8
九
.八
> 

 ̂

4 

^
7
' 

_
.
T
, 

 ̂

 ̂

笫
I

L

m

:i t
四

さ
れ
、議

.長
が

「

聰
治

#

^
は
靠
派
的
自
傲
を

」

^

^

れ
.ダ
良

,

ら
其

.

す̂
る

こ
ミ
を

.諸
る
：勞
働 

0
M
の
”利

•#
'.
0
'^'
に
乘

;§
ん
，
‘
■-
さ
食
希
ふ

©
’み」

^
云
ふ
：や
_

«
の
拿
#

食
靡
'ふ
：爲
に
'選
.，舉
'を 

辑
上
'直
-し

0
0
.
0
0
に

芋
じ

i'
:
T市
內
の
.：方

而

大

攀

に

於
け

る
ミ

0
0
- 
0
l
,ij
i

LJ決
障
奢
可
決 

し
得
た
。
然
し

^

氣

^
倉
後
：：ジ

.：ャ
ク
ス
ン
，
の
'味
時
を
-す

:^
#

は：

.^
殘
.る
、べし
 

>

」

.提
_

す
，
る
«

が 

ぁ
ぅ
會
舞
廣
职
分
の
、

1

.は：

-«
1#
機
留
し
た

$
:いべ
.ふ、
0
,を

-1
て
も
、
#

_
食
は
勞

.働
_
.叙
；の，

.運

.動 

VJ.

し

-て
決
し
て
效

*

が
多
大
で
あ
つ
た

i

云
ふ
こ
；

V」

が
出
來

〕

な
い

'。
而
し

.て
最
後
：の：ナ

.
ゥ
.ス
.'.

 

ソ
I

ク

Q

方
面

*

#
も
亦
前
渚

W

阆
じ
ぐ
政
：

•第

©
政
略
の
；

.爲
に
妨
寒
犮

6
.
4
'
遂
に
：內
*
及
び 

決
議
は
：否
決
せ
ら
れ

T
g
'會
す
る
の
已
む
な

.き
有
様
で

.あ
つ
た
。
然
し

^

& ニ
日
の
後
«
び 

大
.會
を
催
し

T
此
處
で

.前
の
決
：議
を
姐
過
せ

.し
、め：

'る：
.こ
が
出
來
命

1
.
.阀方
面
大
食
を
開
催
；
 

す
る
；
ミ
を
附
；議
し
た

"：命
ニ
网
の
大
會
に
於
て
は
他

r
0方
面
：も
同
様
の
：大
會
.を
開
催
し
-て 

共
.力
す
る
猶

.に
ft
表
渚
に
猶
吿
し
た
。
而

■し
て
九
月
ニ
日
に
勞
働
黨
は
代
表

f

a

出
し
て 

部
.部
大
食
を

•调
催
し
た

.广
然
し
乍
ら
柯
苦
牙
の

.方

®

か
ら
代
表

"者
が
出
席
し
な
か
つ
た
。
胙 

處
で
市
部
の
代
表
者
士
郡
部
の
代
表
者
は
何
れ
も

『

琢
辭

」
を
*

V

、雜
擧

’期
.日Q

接
近
せ
る
に
ょ 

つ
て
勞
働
龄
級
，の

候

fi
l
l
#を
，交
持
す
る
.爲
に

.各

®

の
監
視
委
員
を
伴
命
し
求
間
も
な

〜

本
部

を
設
け
て
愈
部
る
ベ
き
選

*

の
初
：舞
臺

(:
K

む
こ

i 
>
な

つ

./
2
os:
o
m
i
n
s
,
. 

pp. 

I
9
5
-
S
S
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然
る
に
開
翦
の
雜

*

は
市
部
に
於
て
も
郡
部
に
於
；マ
も

#

她

何

れ

，も
ジ
ャ
ク
ス
ン
•
デ
モ
ク
ラ
ッ 

ト
の
勝
利
を
示
し
た

‘

純
然
た
る
勢
働

«

の
候
補

#

八

名

は

市

：
部

に

，
於

て

ニ

西

ニ

十

.九

艿

至
 

五
西

2

十
九

0
郡
部

“に
於
て
太
凡
凼
柯
ー
一
十
五
粟
を

#

M
し
て
他
の
一
一
政
黨
の
候
補
奢
で
又 

勞
働
黨
の
候
補
で
あ
る
渚
は
三
西
乃
至
六

W
票

$

勞
働
黨
は
フ

f

ル
黨
勿
候
補
者
で
あ 

.り
且
つ
自
黨
の

.候
補
者
で
あ
る
者
を
一
人
も
當
麵
せ

1

む
る
こ
ざ
が
出
來
な
か
つ
た
。
然
し 

勞
働
黨
の
候
補
者
で
あ
り
又
同
時
に
ジ

>

 
ク
ス
ン
派

'0
候
補
者
た

6
.
し

ニ

十

一

名

は

總

ニ

て

當

選
 

し

た

。

(
C
。

日HISS, 

p. 

IVO
00
V

:—

比
較
的
樂
觀

せ
る

者
は
亦

部

の
み
に
於
て
一
千
學
舍
得

る
こ

'
'

V」

を
期
待
し
た
，
然
も
始

め 

ょ
り

勝

算

の

な

，い
こ 

<
は
’判
.つ
て
ゐ
た
。
而
し
.て
最
も

一

般一には

—

割
は
勢
カ
の
示
：威
運 

II
た

る

こ
5

を
期
待
し
た
の

で
あ
る
。

夫

故

に

勞

.
'
働

考

は

失

§?
す

^

ょ
多
も
尊
ろ

輿
氣

'.v
<r
猶 

た
。
邡
結
果
勞
働
者
は
此
選
煨
の
後
直
に
永
續
：

i

政
治
ク
ラ
ブ
を

_

織
：
1.
#

め
た
。.
彼
等
は 

此
颍
の
圆
體
が

^

に
.
公
«

晨
め
輝
擧
に
資
す
る

g

み
に
非
ら
ず

「

勞
働
階

i

級
：.の
憲
法
上
：法
制
上 

及び政治上の知の普及

」

を援

W

る
で

あ

ら

^

ざ
：信

^

た
。
；
_
:し
て
後
.の
目
的
の
爲
：に
第
.

典
'1

十

一

怨(

四
九
九)

勞
働
階
級
の
礅
酿
、、ヶ
フ
ィ
ラ
デ

^
フ
ィ
ア
！

d

於
け
る
政.治
連
動. 
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把
ニ 

(
五
©.

9

勢
働
階
級
^
覺
詈
フ
ィ
ラ
”
ル

フ

ィ

ァ

に

於

け

る

败

治

遮

動0

0

^

丑
く
：

:1
一
に
法
文
及
ザ
_

妙
«

®
な

.る
報
舍
を
®

刷
.に
J
.付
し
：，ぼ
襌
布
し
、第
一
一
に
隹
て
の
任
期
及
び

 ̂

與

額

を

示
せ

る
公
職%

 

_

夺
籍
_
;m
一一一
 

に
各
の
貧
：®

な
る
_者
，に
.
.對
^

て
' 泰
猶
' を

似

て

ぃ

去

：
律

^
.
の 

I
*博
於
る
契
約

.
•

«
第
.闼
招
爾
々
有
益
餘

-'
#

_

_
 •
澤
に

.务
金

_«)
_

■

を

0
る
爲
に
皮
#

の 

選
出
せ
る
代

.表
睹
が
之

i

求
す
る
こ

,i

.可
能
々
ら
し
む

s

.

:

l

"

金
を
隊
ぐ

る

の
提
案 

を
な

.し
た

.(

c
.:
o
m
3
0
n
s
'

p
p
； 

.
§
-
2
〇
o)

政

治

次

ラ
ブ

0
鈕
_

を

^
4
串

ぐ
行

つ
た
の
は
サ
ゥ
ス
ヮ
方

!®
:深
あ
つ
?

思
は
れ 

る
。
此
處
で
は
ニ
八

.

」

—
八
年

.十

一

一

月

に

，

同

の

#

合
：を
擒
し
翌
年
：
；
月

に

w
l
i
n
g
a
l

 

K
e
-

 

p
u

b
f

 a

 p
c

l
l

t
l

:

;>sodation'  

が

成

立
し

た
:0
«

主
.た

^

_
 的 
_
敎

育

的
で

ぁ
'
つ

て
#

»
| 1
1

に
. 

リ
.及

が

國

.0
沒

相

^
矣

霄

を

，：
與.へ—

餘

:^
其
.敢

善

：
を

提

：
起

す

‘
る

へ

こ

.̂
*

勸
；め
、且
つ
此
擒
會
.が 

一
般
的
知
見
及
び
祉
會
の
繁

榮

を

掘
進

す

る
.(
-

最

も
與
修

な
P

ど

思

惟

す

る
政

治

的

及

び

貰
 

r

r/
周

題

の

小

:#
^

又
は
.報
.告
の
發
行
ミ
頒
■布

^
を

^
貧
に
：

在
：：

乘
た
。

地
：棒
會
は
：
ス
！

ザ
ー 

ン 

'
把

#

派
又
は
フ
：
テ
ラ
<

«
ゼ
#

カ
し
、彼

等

:0
所
謂
，
;?
:
0
®

ら
れ
ー
た
る■

保
..

官
：Q)

輩
舉
.に
#

常
な
'多
*

を

以

て

勝

利

を

*

め

た

ゥ

ス

ソ

ー

ク

の

勞
 

働

階

級

に

聊

か

«

れ

て

ノ

1

ザ
ン
•
ソ
パ

テ
ィ
.
.ズ
，
の

勞

働

：
階

級

：
も

亦

«

‘治

：_

體
_を
紐
雜
し
、三
弓

に

は

全

市

0'
勞

栅

.階

：級

；
が

潜

：等

：
の

ニ

 

«

.
に
從

b

*r
:
.
lの.
_
治
幽
藤
マ
を
細
織
すv

き
こ

ビ

r

決 

議
.し
、並
月
に
至

0 
て

^
e
p
&
J
i
c
a
n

.w
o

ô*
^

Associates 

of the 

working: IMen.of tlie

Q
t
y 

of 

Phila­

delphia 

.が

成
立
し
た

0

此
，協

會

の

採

用

し

た

前

文
ぎ

規
約
、、」

は
サ
ウ
ス
ヮ

I

ク

の

協

，

の
夫 

ふ
非
常
に
_

似

.じ
そ
ゐ
る
0 (

€
0
3
3

§
5
,运

.)

0
0
-
2
〇
#

?

斯
'の
如
き
勞
働
.階
級
：の

政

治

運

動
.に
對
し
て
政
略
に
富

'み
た
る
者
は
：ぁ
ら
ゆ

る

努
力
を
講 

じ
て

S

黨

の

爲

；
に

勞

：
働

階

級

；
の

政

'治
運
動
：に
關
す
る
熱
精
を
分
敏

*

し

め

ん

ざ
し
た

:0
而
し 

て
其
當
初
用
，

a

た
_

段
は

#
_卿
者

0
:
:集
#

を
.妨
；
.害
す

'る
.こ

§

ぁ

、
つ

：
た♦か
後
に
は
彼
等
に

迎 

合

す

.る

の

手

段

に

出

づ

る
こ

ミ
'ゝ
な
つ
た
タ
へ
，
然
心
乍
ら
何
.れ

0
.黨
派
も
決
し
て
勞
働
階
級
の 

信
賴
を
駿
ぐ
に

 

'足
る
滕
史
も
政
綱
も
有
し
て
は
ゐ

.な

い

.0
彼
等

は

民

衆

に

示

す

ベ

き

特

に

傑 

出
し
た
政
策
を
有
す

"る
の
で
は
な
い

o

失
故
に

S

派

の

名

，目

は

勞
»

階

輥

に

對

し

て

.
■
'

な 

意
義
，を
有
す
る
も
の
、で
は
な
か
つ
た

0

而
.し
て
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ソ
^
黨
は
勞
猶
階
級
の
新
政
黨 

內
：に
肉

|1
:
を
酿
さ
し
む
，る
こ

^

を
丰
ふ
し
、フ

H

一デラ

4 
メ
.
ト
は
勞
：働
«
級
の
運
動
を
利
用
し
て 

挡

B

の
勢
力
の
擗
張
を
圖

£

ん

€
し
た
。
然
し
乍
ら
勞
働

.侧
は

«
奢
の
策
.
®
に

_

對
ん
て
.極
力 

愼
重
宄
る
態
度
を
似
て
響
戒
に
努
め
不
偏

.中
疋
：を
維

.持
し
た

;°
:
.
1等

:0
;不
偏
..中
泥
を
立
證
す

第
二
十1

卷

(

3L
0
二)

勞
働
職
撒
必
歷
«

.̂
フ
ィ
ヲ
デ
^
フ
ィ
ア
1-
於
け
^
政
.治
迦
動 
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四
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c
K
'o
l

w

'勢
；侧
階
酿
..'
の
.'凝醒
：.
フ̂
_ィ
;̂
デ
:̂
フ
^
.
.
.
ア
|1
於
げ
.る
放
.治
遂
激
.

.

r.
H
ぶ

JU
、

.

4
一
 

例

ミ

L

.T
與
年
の
指
.名

を

他

の

0
政
«

1C
先

^

:T
行
つ「

9
:
之
は
彼
等
..が
何
れ
の
黨
派 

:{
:
好

意

々

有

す

名4

を

示

す

i

り

も

寧

ろ

_

れ

0
霉
派
が
.最

も

*
心

に

#

等

を

支

带

す

.
，る

か 

を
見
る

.こ
ざ
、

「

な
る

i
云
ふ
考
か

&

で
ぁ
っ
ぉ
。
而
し
て
市
部
に

'於
け

.
る
S

十
二
名
の
候
補 

者
の
：中
九

.名
の

«

は
フ

>-
デラ：

f

パ

I
ア
，：
.に
よ

-9
;て：指
，名
奋

.ら.̂
デ
七

 

よ 

っ
て
祀
名
せ
、ら
れ
た
索
雄
會
に
：

H

名
に
過
：菩

«
.か
つ
た

： 0
:郡
；
部

辟

於

；
て
：
は

九

名

の

—

働

階

級
 

の
候
贫
恶
中
三
名
が
：

.反
：
ス

ー’
*f
I

ラ
.
ン：ド
及
び
フ

X
Tラ
.
,
の「

合

同

,|S
に
よ
つ
て
指
名
せ 

テ
乇 

> 
ラ
ク
ィ
ン
ク
織
に
よ
つ
て
指
名
せ
ら
れ

:;
f
2者
.は
：
一
人
も
無
か
：
つ
：
た
0
'
ヌ
勞
働
皆
敍
の
靡 

げ

た

.
る

ノ

ー

ザ

ソ

.
•
リ

V

テ
：

ィ：.
ズ
べ
の

.

饗

.
保官

：：

^
 

ラ
.
ル
第
の
反
ス 

丨

ザ

ー

ラ

Y
ド
派
、
一

,«
解
デ
モ
ク
ラ

-:
ッ
ト
派
、每
名
は
兩
者
よ
ぬ
指
名
せ
ら
れ
た
。
之
は
洚

 ̂

の
努
力
に
報

^

る
^

に：讓
涉
し

’た
の
に
よ
る
こ
ゼ

,\
.思
は
れ
る

。(

0

1

3

1
 

?
 

2
0
7
2
0
3
)

1
八
ニ
九

.年
：の
辟

.名
の

.
' 

1 
くに
'於
て
勞
働
階
級

0
間
に
フ
ィ
，フ
デ
ル
フ
ィ
ァ
の
政
治
運
I/
;
界 
一
r於 

て
嘗
て
見
ざ
る
軋
鑠
が
舞
起
：さ
.
.れ
た
，0
;:
■•夫

は

C

1
ム
f

レ
ナ
ー
ド
ス
、ン

を

州

上

院S
W

S

者 

に
®

名

す

る

こ

ふ

で

S

た
。

u
e
l
o
l
o 

I

Q

云
：̂

所
ド
よ
き
ば
‘彼
は
其
使
傭
十
る
勞
働 

费
4

十

2
.年

乃

^H
t

十
：亦

間

動

薇

せ

る

勞

«

渚
一
一
十
一
一
名
砵
夂
親
勘
に
も
て
賃
齦
の
支
狒
に

就

て

寬

大

で>
9

る
な
稱
’せ
ら
れ
、又

:*
:0
勞
働
者
の
知

「

己
で
あ

“

 

■言一はれ

.て
ゐ
る
。
然
し
彼 

の
指
名
は
、デ
モ
ク
ラ

7-
i

ク
黨
の
勞

.働

#

ミ
フ
，
H

f
;v
靠

0
勞
働
潘
の
問
に
反
目
を
激

.成
し
、
 

其
結

*

裂
年
の
選

a

は
デ
モ
ク

ラ

タィ

.ッ
ク
及
び

r

ォ
ッ
ブ

v

'y.
ョン
.

J

め
ニ
つ

^

よ
つ
て
代
表
せ
、ち
 

れ
、其
後

'本
來
の
勞

«
.
:鐵さ
フ
エ
デ
ラ

.\

及
び
反

.,
;ス
.
丨
ザ
ー
ラ
ン

-
ド
派
の
合
同
黨
さ

11
a

約
を
締
結 

す
る
こ

’；

」

ミ
な
っ
た
。
斯
る
分
裂
の

.
あ
&

た
る
に
も
枸
ら

^
0
擧
の
結
乘
勢
働
渚
は
市
郡
に 

於
て
も
郡
部
に
於
て
も
辑
勢
を
占
め
た
。

’
兩
部
を
通
じ
て
勞

■
 

_
の
■

げ
た
候
補
著
艽
十
四
：
 

名
中
他
の
何
れ
か
の
黨
派
に
よ

&

て
も
指
名
せ
ら
れ
た
ニ
ホ

^

が
常

®

し

#

た
の
で
あ
る
。
 

勞
働
考
の
投
翦
數
は
千

f

達
し
な
か
つ
た
も
の

^
殆
ん
ど
ニ
千
四
诉
翦
に
增
加
し
た

0

で
 

あ
る
が
、此

«

ir
は
殊
に
郡
朝
に
於
て
著
し
か
つ
た
こ

S
に
よ

る
の

re
あ
る
。

I
働
^
は
斯
る 

結
果
を
見
で
十
分
滿
足

1>
允
。(

c

o

i

i，20
3-

2
0
S

 

:
選
舉
戰
妨
終
了
：す
る

‘

問
も
な
：

<
勞

«

階
級
拭
敎
育
ど

«1
織
：の
：仕

*
■
に
la
歸
し
た

。

.
_

#
 

が
规
々
调
さ
れ
た
卩
而
し
て
勞

«

階
級
の
活
動
は
：主

(!
;
:次
の
：
'ー
 

の」

方
前
に
存
し
た
。

.
第

|

は
.
 

M

及
び
方
而
に
よ
.っ
て

I I
I

部
及
び
郡
部
の
細
織
を
，

I

層
.完
全
に
す
る
こ
士
。

第
ニ
は
政
治
運 

動

0

範
圍
を

#!
:0
他
の
部
分
に

も

及
；ぼ
す

.

r

j
 

ミ
、之
で
：あ

: ^、

'c7 )
e

n
e

r
a

l
.

R
e

p
u

; cr
i

i
c

a
l

l
:

X
Q

t
y

>
S

S
Q

d
a

t
i

o
;

n

第11

十一

卷

R

O
三)

勞
為
階
級
の
.覺
靡
せ
フ
イ
ヲ
デ)v
フ
イ
アli

於
け
る
政
治
運
動. 

第

四
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■

十

I

沲
：

'(

系

S
 

-
勞_

階
澈
の
：識

：す
ィ
ラ
デ
シ
フ
ィ
ァ
に
於
け
る
政
治

| |
齡 

顔

观

六

フ 

妨.
€

助

御

方
ff
i

園

徼
.
:0
■
織

を

勸

费
!(
>

、
各

方

而

に

：

i f

々
永
纘
的
政
治
.
剛
體
が
.發

生

し

た
。

0 

^

^

r/
w

Q
r

張.
C
就

.

T

研

究

す

力

•

に

ノ 

J
ザ

y 
•.ソ

、ハ
，グ
ィ
ズ

の
み
な
ら
ず
サ
ク

ろ
ク

I

 

ク、其
他

數
個
所

P
於
：b

集

會

：が-
間
催
.せ
i

れ
进
片

'-_

 

ン‘シ
ル
べ

一一ア 

の

'
勞

働
階
級
に
與
ふ
る
赚
述
書

0

起
萆
裘
員
が
取
げ
占
れ

• 

I

I

,

 

I

 
P
I

も
1 -

也
0

地 

方
：の
勞
働
階
級
に
：脾
體

®
«1
織
#

勸
fe
''b
、-

:

?ス：：
\

 

I

グ、グ

V

I
ア
フ
：

ィ' 
I

レ
ド
、

ビッ：ツ
で 

丨
ク
等
.に
於
て
其
龃
織
を
览
る

U
.至：
.つ
た
。
：
而
し
て
此
外
，以
±

ミ

1 ]
係
な
ぐ
獨
立
し

^

運

®
 

{
よ
っ
て
間
も
な

ズ
へ

ン
-
シ
グ
ベ

一
一
ア
州
イ
ジ

i

にへ，p
s
p
l
e
w
p
a
!

■
，思

稱
せ

ら
る

、
新
政
鐵 

力
S
織
せ
ら
れ
た
，
此
圓
體
は
舊
政
黨

15
輝

^
す
も
て

1
:

般
的
敎
育
制
度
、

ベ
：：

ン
シ

r
ベニ 

r
 

運
河
其
他
の
事
業
の
遂
行
、等
に
費
成
じ
ぶ
の
右

ぁ

っ
た
。
.(

'0
0

1

1

: 

§
“

05-20

夢

一
八
三

0
年
の
七
月
中

句

以
.後

八

月

中

旬

迄

は

十

月

の

準

擧〈

に
へ
對
す
：る
候
：補
：諸
の
指
名
の
.
 

爲
に

フ
ィ
ラ
ダ

^

フ
M

l

各
區
に
於
て
集
會
が

P

■
せ

&

れ
、市
邵
大
會

客
郡
部
大
會
を
«

て
み 

月
I

I

 

H

の
*

合
大
會
に
於
て
州
議
會
に

#

す
，る
候
補
.者
が
郎
部

よ
り
四
十
八
名
、市
部
よ
り 

四

i 
ニ
名
指
名
せ
ら
れ
た
，
勞
働
階
級

-0
利
害
關
係
に
取
實
で
あ
り
'、且
っ
就
任
後
の
貴
務
を 

遂

行

す
る
に
足

.

る
敎
齊
才
能
及
び
經
驗

.

を
有
す
る

.

候
袖
密
を
焉
出
す
こ
：

§

は
決
し
て
容
為
な

'

業
で
ば
な
い
。，
候
補
：者
の
指
名
は

「

各
區

.又
は
、方
南

0'
大
會
上
ぅ
選
、出
せ
る
代
褒
潑

0
集
り
た 

る
大
會
に
ょ
つ

」

て
行
は
：れ
た
の
で
あ
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滿
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薦
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に
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翦

#

し

/2
。ノ
當
時

0
政
；治

運

卿

：は

「

見
颇
る
殷
孅 

0.
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困
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で
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。
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p
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を
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。
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滕
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激
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又
總
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' 
る

勢
カ
，の
‘均
«

を
^

し
：：

た

®
で

私

る
。r

夫

故

に

此

結

果

は
實
質
上
：の
敗 

戰
で
あ
つ
た
。
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條
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％
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。
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叙
の

「

部
分
吹
必
要

〕

?
無
智
を
：
.利
■

{>
'
彼
：等

设

生
藤
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.
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烈
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反
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：
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騷
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を
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る
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.
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內
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で
あ

'る
。：
.
夫
.故
 

に

"一

八

-
九

年

の

謙

員

邂

擧

に

於

せ
も

一
八

2
0
,年
：
©

@
擧

£
:

於

It
:も
候
補
：蕃
は
#

許

#

Mt 

奮

.銀
行
制
度
に
皮

.；對の

.
®明
を
な
：

U
: 

ゐ̂
.
'
.
る
：。
ァ

勞

，燦

者

硪

時

：
拉

斯

0
如

，：
き

特

許

e

ょ

^
0 

占

.<7
)
:必
要
か
起
る
ベ
ぎ
こ

i
を
認

.め
ゐ
，、然
し
乍

-'
&
之
.
*«
極
'め
て
罕
に

|起
る

|1
,過

ぎ

^
ー
い
の
で 

あ
.
つ
.て
、結
局「

個

人

0
ぃ
企
業
を

」

制
限
し
多
數
の
者
を
少
數
に
依
«
せ
し
む
る
も
の
は
何
に
ょ
ら 

2

端
に
不
疋
で
あ
特
許
獨
古
は
多
數
垮
民
舉
ね
木
利
：益
へ
を
貧

0

を
齎

し

少
數
を
富

# 

な
ら
し
め
る
？
而
じ
で
煨
多

«
,の
勸
勉
な
ゐ
者
を
失
業
せ
也
め
、汉
«
徐
々
に
賃
銀
を
減
少
せ 

し
め
勞
働
者
が

.：疾
：
病

に

：：

.：
躍

令

傷

：
痍

：
に

纖

ひ

：

V 

る
：に

至

る

s

o
勞

«
者

の

言

.ふ
■處

に

從

.
：：

へ

ば

銀

：
行■

■
は

#
數
0

考

_
:七
て
多
數
の

.勞
I®
者 

を
*
ミ
し
て
富
裕
に
生
活
す

る

こ

ヰ
を
可
能

^

^

し
め
た
の
：で

.あ
，る：，
グ
然

:L
.彼
等
の
主
要
な 

不
平
は
不
安
定
な
る

.通
®

の
有
害
な

.：る

影

：
響

及

び

常

へ

に

.隨
#

す
る
就
業
：及
:^
'«
銀
の
»
搖
ヤ 

あ
つ
介
。

l
A
l
l
l
o
年

;0
特
別

;0
郡
內
大
倉
に
淤
て
は
顧

.行
め
紙
幣
發
行
權
に
，就
て

#

に
_ 

雛
し
、勞
働
黨

:2
'
り

國

會

議

員

の

候

、補

，
者

y

レ

0 
&

:!
>
:シ

ム
‘
ツ

y
は

貧

乏

な

、
る

漭̂
腿迫

；：

k

投

機

者
-

に
利
益
を
潇
す
も
の
で
あ
る
こ
士
を
陳
ベ
て
ゐ
る
。

(
c

o
m

m
o

n
s

,

 

p

p
*;

2i
o o

;-
2
2
0 )

勞

#

潘
の
運
動
に
於
て
州
の
公
民
は
總
て
，完
全
に
平

' 等
な
る
こ

S
を
希
望
し

./2
の
で
あ
る 

が
、是
は
資
本
家

i

平
等
た

,る
こ
と
ょ
り
も
一
靥
唯
物
的
な

®

求
，ごな
：

.ヴ
te
に
早
ぐ
一
八
ニ
九 

年
勞
働
の
劣
勢
な
る
交
涉
力
は
勞
働
者
を

.し
て

®

本
に
許
さ
れ
た
る

.以
上
の
勞
働
の
#
典
を 

與
へ
、ら
れ
ん

こ
：i

願

ふ

こ

,

、
な
つ
た
6

即
ち

州
立
法
部
だ
對
す
る
勞
；働
者
の
留
®
權
及 

び
負
偾
に
對
す
る
皆
役
の
，廢

Jh
が

此

特

典

の

要

^

で
，
あ
つ
た
。

勢
働
：者

0
©'
'
歡
'權
の
爲
の

0 

極
的
議

'論
は
十
八

T

一
九

.年
•の
初
に
現
れ
た
る
が
、秋
：再
び
之
ぞ
繰
：返

^
'
.
^
遂

.：
に

破

產

者

に

使

俯
 

ぜ
ら
る
 

>
貴
銀
勞
働

^

を
愦
權
者

k
.し

彼

等

は

：
.五
：+

ド

^
を
限
度
ゼ

.じ
-て
他
，の

/潰
權
者
：に

.
®
 

先
し

X
支
挪
を
求
む
る
權
利
：ぁ
ぅ
ど
す
る
法
案

'ミ
'な
つ
た

:

不

幸
に
し
て
^
は
其
ゼ
通
過
せ 

ず

一
八
三
〇
年
修
正
し
た
法
案
：が
洱
び
提
出
せ
ら
れ

_た
。

■第
二
：の

(

負
偾

i x
:

ょ
る
苦
役

0
廢
_止
 

はI

八

5

〇
年
迄

#

に
•重

®

な
る
要
求
セ
な
ら
な

が

つ
た
が
、

*

後
は

"各
：所
に
於
て
決
議

' の
.主 

題

ビ

a

る
.に 

0 
つ
.
た
。(cornmons, 

pp. 

2
2
0
-
2
2
T
V

 

.

.

.

.

.

'

强
制
徵
丘
ハ
制
度
ざ
當
籤
，刺度
石
は
何
れ

も

勞
働
，階
級
，；の
：日
常
：生
：活

ビ

直

接

の

關

係

が

あ
P
,
 

兩
恶
就
中
前
者
は
：特
に
：最
も

»

著
な
問
趟
ギ
な

0

/ 2
-

。フ
ぺ
シ
，シ

/ K
T

モ
P

州
の
徵
兵
法
は

-

猫
.

I
t

*
1

怨

£
1

C

.

勞
働
階
級
の
徵
醜

^

フ
ィ
ラ
デ
^
フ

ィ

ア

ド

於

け

る

政

治

連

駿

'
第
四
號
 

六
七



第.一 :1

十I.

怨

(

五 
一5

勞

働

隙

級

の

擻

ィ

ア

运

ゆ

ち

政

警

斯

 

節四號
 

六
八 

八

T
r
l

年.
'に
通
：過
し
公
務
に
從
事
す
る
者
を
除
：き
總
て
の
自
由
；

.
：に
し
：

て
活
動
し
得
る
白
ん

 ̂

子
に
し

T
f

個
月
以
上

#

內
に
：住
居
す
な
者

«
*
:

八
：歲

.
ょ
ん
_
四
：十

.?
£:
歲
ゾ
に

M

る
迄
：兵
役

0_
.
 

務
を
課
し
，
年
五
月

.
に
召

”集.
す
る
の
で
あ
つ
で

"
何.
れ
の
.召
集
日
に
於
て
も
不
參
考
に
は
士
官 

ニ
ド
ダ
乃
至
五

.
ド
.
ル-
，下
士
及
兵

.
卒

】

■!-

ル
の
：罰
金
ん
課

1>
、者
を

.
納
付

5

得
ぎ
る
罰
金
を
納
付 

す
る
か
又
は
破
幸
法
の
親
定
に

.
ょ
り
て
釋
放
せ
ら

6:
、

迄
.留
置
又
は
投
獄
せ
ら
れ
る
の
で
あ 

6 
0 
-此
徵
典
法
に
對
す
各

5

は
一
八
ニ

A-
年
始
め
て
現
は
れ
ー
八

.一 -
}

九
银
來
：に
フ

が

f

 

1*
に
於
て
重
要
な
を
ホ
題
と
な

 
>
、翌
年

.
一
月

■ Rep
u
b
K
can

づ&

 ̂

o
f: W

o
rkin

o
-. M

S
T

 

q
f t

ばe C
D
ity

は
之
が
爲
に
；特

定

の
委
最
會

'を
作
ち
、间
年

0 ,
郡

部

及

^

市
部
の
ー
大
會
に
於
て
候
補 

«*
も
之
が
廢
止
に
就
て
言
及
し
、國
會

«

義
の
候

_

者

も

亦

之

，が

廢

止

の

要

歡

な

'
る

こ

，も

を

：
述 

?

た
。
次
に
富
籤
制
度
の
廢
止
は
一
八
ニ
八
年
、一
八

-%
■
九_

、高
_
.

せ
ら
れ

^

P

一
八
三

o i
年 

重
耍
項

0

ざ
な
ヴ
た
が
、

1」

八
H

一
 

年
に
、は
遂
に
項
自
に
擧
げ
ら
れ
な
知

o

た
9

勞
働
階
級

«
 

此
*

籤
制
度
は
公
許

.
の，賭
愧
で
あ
る
占

«

ひ
、
叉
此
を
驗
ふ
翁
に
：生
渚
；必
：喪
品
を
差
控
ふ

' 
る
者 

の.
主
输
及
ひ
子
女
の
貧
窮
及
ひ
缺

^ ;
の
源

で

* .
るヾ

」

も
主
張
し
た

。
■ 

(co
rn

n
lo

n
s, 

p
p
. 

2
2
1
-2

2
3
)

.

敎
育
に
腿
す
る

勞
：
働
階
級
の
運
動
は
經
濟
的
不
韦
等

よ
り
も
：寧

.
：ろ
：
邶

會

：
的

：
政

_
治
的
不
平

等

に
對
す
る
革
新
運
動
で
あ
つ
た
。
勞
働
著
の
，要
求
す
る
普
遍
的
敎

：

育
制
度
は
慈
善
の
色
彩

 ̂

脫
し
た
る
公
立
敎
育
を
意
味
す
る
の
で
あ
つ
た
。

一
八

 

一：I

八
弗
市
：部
：の：候
補
者
も
郡
部
.の
睽 

補
者
七
册
問
題
を
論
じ

.成
は

「

多
數
の
擧
校

に

於
て
は
愼

k

あ
る
：；敎

師

の

同

情

あ

る

感

情

.又
は 

友

©

的

注

意

を

經
驗
せ
す

し

て

兒
一
重
は
賓
兒
:*
濟
所
に
於
け

>
收
容

.兒
の
，如
ぐ
取
扱
.は
：れ
て
.
 

ゐ
る

」

士
述
ベ
て
ゐ
る
。
而
し
て
一
八
ニ
九

^

':
{
1は
赞

«

喈
級

0
政
素

0
#
.位

を

占

め

：
た

の

.
で
ぃ 

あ
る

が
翌
年
ニ
艿
布
部
及
び
郡
部
の
聯
合
委
負
に
よ
つ
て
.最
後
の
報
吿
書
を
得
る
に
至

つたへ 

之
に
よ
れ
ば
先
づ
第
一
に
孩
兒

Q

學
校
'ミ
渉
エ
勞
働
の
：學
校
；を
設
：立
心
>第
ニ
に
敎
授
方
法
に 

1

大
'改

革

を

■

へ
第jlI

I;
小
學
校
の
便
宜
ヾ」

#
典

を

»
_
_し

て

總

て

の

ft
會
階
級
に
及
べ
ぼ
.す 

V

き
こ
‘ふ

を

勸

费

し

又

勞

働

敎

育

の

學

校

は

各

郡

，に
+
 

ス
の
ホ

I
フ
ゥ
ィ
ー
ル
に
あ 

る
フ
ヱ
ー
レ

.
ン
ベ
ル
グ
の
學
艘
の
制
度
に
よ

.る
べ
き
こ

5

^
勸
吿

^

た
の

.で
' 
あ
つ
た

0

W
し
て 

此
雜
吿
麝
に
は
公
立
學
校

5

度
：の
樹
立
に
關
す
る
法
弯
ぜ

_
±
:

*

#

_授

★_
文

學

及

が

科

學
 

の
.敎
授

ビ

の
聯
絡
に
關
す

,:
^
>法
案
が
附

し

て
あ
つ
た

o (
o
o
m
m
o
n
s
,

 

pp. 

2
2^

2
2
7
)

此
'報
吿
眷
は
.現

在

に

於

て
も

，

推
賞
す
る
に
，
足
4

書

®

で
あ
る
がV

當
藤
：.は
賛
：否
兩
靖
の
：論
：評
ン 

を
大
に
刺
戟
し
た

:0

而
L
'
T

稍
-遲
れ

T

發
•表

甘

ら

れ

た:̂
.禮

ョ
1

ク-
0
ラ
'
ィ
：
ト
、
オ

ー工
ン
、
土
：

S
1
十i

餘

C3L
I

H)

勞
#
階
級
の
璐
醒
ミ
フ
ィ
ヴ
，デ
少
フ

4
ア
！±於
け«
政
治
運
動' 

笫
四
號
 

六
九



第二十

5
 

C

五一

四〕

勞
働
階
澈
の
錕
醒
>卜
フ
ィ
ー
フ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
於
け
，
る
政
：治
$
動

.

第
四
號
：

S

\
シ

ス

め

寧

見

d

主
：要
.な
る
點
は
ー
一
致
免
冬
の
令
.あ
i
:が
，唯
^

尊

は

.フ
ィ
ラ
テ

^

フ
ィ
ヴ
の
案

は

中
等
學
校
の
み
ホ

‘
; 1
フ

:3
>
ィ
-

—

：ル
式
に

i

s

.ん

.
ぐ
レ
ず
る
に

^ -
し
て

r
ユ
 

ョ
1•
ク
の
：案
れ
よ
れ
ば

全
部
0

學
校
を
其
式
に
よ

6
:し
め
ん
ど
す
る
の
で
あ
つ
た
。

何
れ 

'に
し
て

も

.
此
の
部
き
學
校
制
度
の
改
善
を
域
し

T
勞
.働

階
',級は

'萬

.病
：
■を
：治

®
す
る

效

能

：

.あ
る 

も
の
ふ
觉
て
ゐ
る
。

例

^

一
 

八

三
o

年
彼
等
の
宣
言
す
る
處

•に
よ
れ

■ば
：次
の
如
ぐ
で
あ
る
。
 

^
0
0
3
3
0
^
^
 ̂

P 

 ̂
.-3 

,

.「

*

て
の
_

史
似
民
衆
の
多
數
が
無
智
な
る

i.
(
c比
例
し
て
紊

1

無
.秩
.靡
が
相
次
で
起
り
、彼 

等

の

自

由
は
顚
覆
せ
ら
れ
、而

し

て

暴

逆

な

，る

0
勝
が
被
等
の
；無
援
孤
立

0
地
位
を
利
用

'せ
 

ざ
る
こ

ビ

は
な
い

S

い
ふ
悲
痛
な
る
事
實

.

.を
爾
實

.に
す
る

o
:
:、
^
產
考
赀
級
を
し

X
彼
：等
 

の
自

*

®

&
の
®

に
圓

S

せ
し
め
又

ft
て
の
兒
こ
攀

 Q
s

it'oomrnoawmalthRepubiican Education 

を
得
て
吾
等
の
自
佳
を

1%
.
外
の
侵
略
の
危
險

it
胃
さ
れ
ざ
る
機
に
せ
よ
。

」

「

敎
育
は
吾
等
必
；爭
ふ
最
.初
の
且
つ
最
も
重

®

•

.る
目
的
で
あ
名

”

之
は

' 道
德
的
自

m

及 

:
び
獨
立
の
殿
堂
の

.
0 
丁
i

る
れ
磐
石
で
あ
る
。
此

.外
に

®
等
の
自
由

:*
び
共
和
制
度
を
保
、
 

議
す
る
に
足
る

*

礎
は
無
い
。
上
層
肆
築
を
支
持
す
る
爲
に
基
礎

«

廣
大
な
ら
ね
ば
な
ら

罟
等
の
政
治
は
：共
和
政
治
で
め
る
。
吾
等
の
敎
育

.も
亦
同
様
に
然
ぅ
あ
る
べ
き
で
あ
る

」 

勞
働
階
級
の
敎

■育
制
度
：に
對
す
る
信
念
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
州
の
立
法
部
に
對
す
る 

勞
働
階
級

の
候
補
：恶
は

縛

て
_

»
的
敎
育
制
探
の
賛
成
若
と
し
て
知
ら
れ
、而
し
て
國
會
に
對 

す
る
候
補

. ^

ざ
し
て
フ
エ
デ
ラ
ル
黨
ょ
ぅ
も
舉
げ
ら
れ
た

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
•ン
ム
ソ
ン

も
亦
同
'様
で 

あ
つ
た
。

(
c
o
m
m
o
n
s
,

 

P

* ,2
2
8

)

尙

フ
ィ
ラ
デ
ル
ァ
ィ
ァ
の
勞
働

喈
級
の
见
餌
は
明
に

|

又
は

「

以
上
の
エ

«

は
文
學
及
び
科
學 

敎
育V

J

聯
絡
す
ベ
き
も
の
で
あ

る
ヾ

」

云

ふ
に
あ
り
、ヌ

强

制

的

^

胃

に

ょ

り

輯

は

其

子

女

を

0 

學
せ

し
む
る
義
務

あ
り

どさへ主張

せ
ら

れた。

(commons; pp. 

22

CO-229; Beard, p. 41)

然
る
に
此
敎
育
制
度
改
善
の
提
案
に
對
し
て
は
、提
攀
者
の
#
喫
す
る

i
同

P
平
等
簿
の
立 

場
か
、ら
反
.對
說
が
起
つ

.た

0
»

靠
ふ

處
に
ょ

れ
ば
提
案
審
等

«

現
代
社
會
の

#

成
を

0
れ
た 

る：
^

如
.く
で
あ

\

恰
も
吾
等
の
社
會
は
：ス
パ
ン
タ
式
の
制
度
又
は

«

習
を
承
入
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